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ま
す
。
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総
務
指
導
部
　
指
導
課

　

去
る
九
月
十
七
日
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸　

宏 

会
長
）
は
、
第
三
十
六
回
漁
協
運
動
功
労
者
三
十
五
名
、

及
び
第
四
回
漁
業
振
興
功
績
者
三
十
三
名
を
発
表
し
ま
し
た
。
表
彰
式
お
よ
び
祝
賀
会
は
、
昨
年
に
続
き
今

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
見
合
わ
せ
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
県
か
ら
左
記
の
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

平田　清一 氏
ＪＦ石田町

安永　光幸 氏
ＪＦ石田町　代表理事組合長

植木　一夫 氏
ＪＦ島原半島南部

村田　国博 氏
ＪＦ島原半島南部　代表理事組合長

［
漁
協
運
動
功
労
者
表
彰
］

［
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰
］



（2）

購
販
部
　
購
買
課

　

本
会
で
は
、
Ｊ
Ｆ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
貝
殻
魚
礁
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」
と
小
型
貝
殻
ブ

ロ
ッ
ク
「
貝
藻
く
ん
」
を
海
洋
建
設
㈱
〈
開
発
・
製
造
〉
と
と
も
に
販
売
推
進
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
以
前
ご
紹
介
し
た
、
対
馬
市
美
津
島
町
で
行
っ
て
い
る
ク
エ
放
流
保
護
礁
の
開
発
試
験
の

進
捗
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ク
エ
放
流
保
護
礁
の
開
発
試
験
】

　

県
内
各
地
で
は
、
ク
エ
資
源
の
維
持
増
大
を
目
的

と
し
て
種
苗
放
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
放

流
効
果
を
高
め
る
に
は
、
ク
エ
幼
魚
に
適
し
た
環
境

が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
生
息
場
に
関
す
る
情
報
は

現
在
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
の
記
事
で
も
ご

報
告
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
ク
エ
種

苗
の
放
流
受
け
皿
に
適
し
た
人
工
魚
礁
の
開
発
を
目

指
し
、
海
洋
建
設
㈱
と
と
も
に
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
試
験

礁
を
設
置
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
保
護
礁
の
開

発
試
験
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
成
果
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

【
一
年
目
（
令
和
元
年
度
）】

●
適
し
た
構
造
の
検
証
（
水
槽
実
験
）

　

前
述
の
と
お
り
、
放
流
後
の
ク
エ
種
苗
の
生
息
場

に
関
す
る
情
報
は
極
め
て
少
な
い
の
で
す
が
、
我
々

が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー

ス
」
や
「
貝
藻
く
ん
」
の
調
査
で
は
、
ク
エ
幼
魚
は

貝
藻
く
ん
の
下
の
隙
間
に
隠
れ
る
な
ど
、
暗
く
狭

い
空
間
を
好
む
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
ク
エ
種
苗
が
ど
の
よ
う
な
生
息
場

所
を
好
む
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
た
め
の
水
槽

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
は
、
山
口
県
下
関
市
の

水
産
大
学
校
と
共
同
で
行
い
、
大
学
内
の
実
験
水

槽
内
に
六
タ
イ
プ
の
試
験
礁
を
設
置
後
、
ク
エ
種
苗

を
放
流
し
、
行
動
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
長
十
四
㎝
ほ
ど
の
ク
エ
種
苗
に
は
、
内
部
空
間
が

暗
く
二
十
㎝
ほ
ど
の
間
隔
を
も
つ
棚
構
造
が
適
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
二
年
目
（
令
和
二
年
度
）】

●
現
地
放
流
試
験
（
一
年
目
）

　

一
年
目
の
水
槽
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
三
種
の

試
験
礁
を
七
月
二
十
八
日
に
対
馬
市
美
津
島
町
の

漁
港
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
九
月
二
十
八
日
に
全
長

十
三
～
十
五
㎝
の
ク
エ
種
苗
を
二
百
匹
ず
つ
試
験
礁

設
置
区
、
対
照
区
二
カ
所
（
漁
港
施
設
付
近
、
天
然

の
海
底
）
で
放
流
し
、
三
回
の
追
跡
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
ク
エ
種
苗
は
ダ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て
各
所
に
放

流
さ
れ
、
放
流
後
の
種
苗
は
一
目
散
に
試
験
礁
へ
と

移
動
し
、
一
カ
月
後
の
追
跡
調
査
で
も
試
験
礁
に
留

ま
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

▲水槽実験の様子
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●
小
型
種
苗
に
適
し
た
隙
間
の
検
証
（
水
槽
実
験
）

　

種
苗
生
産
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
、
よ
り
小
型
の
ク
エ
種
苗
放
流
の
受
け
皿
と
し
て

適
し
た
空
間
を
調
べ
る
た
め
の
実
験
を
岡
山
理
科
大

学
専
門
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
実
験
に
は
過
去
に
キ

ジ
ハ
タ
等
で
実
績
の
あ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
殻
を
三
㎝
間

隔
で
並
べ
た
も
の
、
カ
キ
殻
を
ラ
ン
ダ
ム
に
詰
め
た

も
の
を
使
用
し
、
全
長
四
～
五
㎝
の
ク
エ
種
苗
を
水

槽
内
に
放
流
し
て
そ
の
後
の
行
動
を
追
跡
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ク
エ
種
苗
は
そ
の
サ
イ
ズ
に
適
し
た
狭

い
隙
間
に
隠
れ
る
、
と
い
う
行
動
が
見
ら
れ
、
中
で

も
カ
キ
殻
を
ラ
ン
ダ
ム
に
詰
め
た
も
の
が
最
も
良
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
実
験

で
は
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」
に
一
般
的
に
使
用
さ

れ
る
直
径
十
五
㎝
、
長
さ
約
一
ｍ
の
カ
キ
殻
パ
イ
プ

に
十
五
匹
程
度
が
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

　【
三
年
目
（
令
和
三
年
度
）】

●
現
地
放
流
試
験
（
二
年
目
）

　

昨
年
度
の
現
地
試
験
で
は
、
試
験
礁
設
置
か
ら
放

流
ま
で
の
期
間
が
約
一
カ
月
と
短
か
っ
た
た
め
、
試

験
礁
に
生
息
す
る
餌
生
物
が
少
な
い
状
況
で
し
た
。

今
年
度
は
、設
置
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、様
々
な

付
着
動
物
な
ど
が
増
え
た
礁
で
、
放
流
後
の
ク
エ
種

苗
の
行
動
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ク
エ
種
苗
は
十
月
二
十
七

日
に
放
流
が
行
わ
れ
、
現
在
は
追
跡
調
査
を
行
っ
て

い
る
最
中
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
放
流
前
の
六
月
に

も
試
験
礁
の
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
も

放
流
種
苗
と
思
わ
れ
る
小
型
の
ク
エ
が
貝
殻
パ
イ
プ

上
で
じ
っ
と
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

●
摂
餌
行
動
を
確
認
す
る
た
め
の
水
槽
実
験

　

ク
エ
種
苗
放
流
の
受
け
皿
と
し
て
は
、
隠
れ
場
の

ほ
か
、
種
苗
が
し
っ
か
り
と
餌
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
験

で
使
用
し
た
貝
殻
パ
イ
プ
に
は
、
餌
と
な
る
小
型
の

エ
ビ
カ
ニ
類
や
ゴ
カ
イ
類
な
ど
が
多
く
生
息
す
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は

貝
殻
パ
イ
プ
に
生
息
す
る
こ
れ
ら
の
動
物
が
、
実
際

に
ク
エ
種
苗
に
餌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
実
験
を
前
年
度
と
同
様
、
岡
山
理

科
大
学
専
門
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
実
験
中

で
あ
り
詳
細
な
ご
報
告
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

ク
エ
種
苗
が
貝
殻
パ
イ
プ
に
生
息
し
て
い
る
生
き
物

を
摂
餌
す
る
様
子
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」、「
貝
藻
く
ん
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
購
買
課
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

▲カキ殻に隠れたクエ種苗の全長と個体数の関係
（小さいほどカキ殻の隙間に隠れる個体が多い）

▲放流直後のクエ種苗
（保護礁を目指して一目散に移動）

▲試験礁内部に隠れるクエ種苗

カキ殻に隠れるクエ種苗
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総
務
指
導
部
　
指
導
課

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
表
彰
式

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
表
彰
式

　

さ
る
十
一
月
十
三
日
、
長
崎
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に
て
、
な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
運
営
委
員
会
主

催
に
よ
り
「
な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
で
は
、
長
崎
県
水
産
業
振

興
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

先
進
的
な
水
産
業
を
展
開
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

個
人
及
び
団
体
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
と
し
て
、
検
温
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
・
マ
ス
ク

着
用
等
実
施
し
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
魅
力
あ
る
経
営
体
部
門
（
経
営
強
化
の
部・技
術・

担
い
手
の
部
）」お
よ
び「
魅
力
あ
る
漁
村
地
域
部
門
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
審
査
が
行
わ
れ
、
長
崎
県
知

事
賞
、
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
、
特
別

賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
の
受
賞
者
に
、

本
会
髙
平
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
魅
力
あ
る
経
営
体
部
門
（
経
営
強
化
の
部
）

　

受
賞
者
名
：
郷
ノ
浦
町
漁
業
協
同
組
合
自
営
定
置

　

市
町
名
：
壱
岐
市

○
魅
力
あ
る
経
営
体
部
門
（
技
術
・
担
い
手
の
部
）

　

受
賞
者
名
：
古
巣
和
也

　

市
町
名
：
五
島
市

○
魅
力
あ
る
漁
村
地
域
部
門

　

受
賞
者
名
：
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部 

　

市
町
名
：
諫
早
市

　

今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
「
魅
力
あ
る
経
営
体
部
門

（
経
営
強
化
の
部
）」
で
受
賞
さ
れ
た
郷
ノ
浦
町
漁
業

協
同
組
合
自
営
定
置
の
取
組
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

○
魅
力
あ
る
経
営
体
部
門
（
経
営
強
化
の
部
）

　

受
賞
者
名
：
郷
ノ
浦
町
漁
業
協
同
組
合
自
営
定
置

　

主
な
取
組
：
新
規
箱
網
の
導
入
、
未
利
用
魚
の
有

効
活
用
、
食
害
魚
の
イ
ス
ズ
ミ
や
ア
イ
ゴ
の
駆
除
に

よ
る
磯
焼
け
対
策 

【
取
組
概
要
】

　

新
規
箱
網
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
漁
獲
能
力

の
向
上
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
作
業
削
減
に
よ
る
操
業

の
合
理
化
を
図
る
こ
と
で
安
定
経
営
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
効
果
を
雇
用
条
件
の
改
善
（
賃
金
改

定
、
休
日
増
加
、
労
働
時
間
削
減
）
に
ま
で
波
及
さ

せ
た
。

　

未
利
用
魚
で
あ
っ
た
漁
獲
物
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
養
殖
業
者
や
延
縄
漁
業
者
へ
の
餌
と
し
て
の
販
売

に
取
り
組
み
、
高

品
質
の
漁
獲
物
は

地
元
加
工
業
者
へ

提
供
し
て
売
上
を

伸
ば
す
な
ど
、
島

内
の
業
者
と
連
携

し
て
水
揚
金
額
の

底
上
げ
を
図
っ
て

い
る
。

受賞した郷ノ浦町漁業協同組合自営定置
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長
崎
県
定
置
漁
業
協
会

　

さ
る
十
月
二
十
二
日
に
長
崎
県
漁
協
会
館
に
て
、
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
の
第
五
十
二
回
通
常

総
会
及
び
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
三
十
四
名
、
賛
助
会
員
十
四
名
の
他
、

行
政
や
系
統
団
体
等
、
多
数
関
係
者
が
出
席
し
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
出
席
者
を
制
限
、
マ
ス
ク

着
用
の
徹
底
、
入
場
時
の
検
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

等
を
実
施
し
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
令
和
二
年
度
功
労
者
表
彰
を
行

い
、
本
県
に
お
け
る
定
置
網
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

三
名
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
そ
の
後
、
総
会

と
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
◆
功
労
者
表
彰

　
【
長
崎
県
漁
連
会
長
賞
】

　
　

立
石　

誠
也　

氏
（
郷
ノ
浦
町
漁
協
所
属
）

　
【
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
会
長
賞
】

　
　

濱
口　

哲
也　

氏
（
箱
崎
漁
協
所
属
）

　
　

岡
野　

誠
吾　

氏
（
峰
町
東
部
漁
協
所
属
）

◆
総
会

　

始
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、
本
協
会
の
草
野
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
長
崎
県
水
産
部
斎
藤
部
長
及

び
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

髙
平
会
長
よ
り

来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
野
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

表彰される立石氏

表彰される濱口氏（奥）　岡野氏（手前）
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〇�

第
一
号
議
案　

令
和
二
年
度
業
務
報
告
及
び
決
算

承
認
の
件

　

※�

監
査
報
告　

鴨
川　

周
二
（
舘
浦
漁
協
）
監
事

よ
り
報
告

〇�

第
二
号
議
案　

令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
（
案
）
承
認
の
件

〇
第
三
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

〇
第
四
号
議
案　

そ
の
他
の
件

　

今
年
度
よ
り
、
新
規
会
員
と
し
て
壱
岐
海
区
よ

り
勝
本
町
漁
協
が
本
協
会
へ
加
入
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
規
約
の
変
更
と
し
て
、
組
織
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
副
会
長
を
一
名
か
ら
二
名

へ
、
会
員
の
交
流
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
専
長
会
専
長
委
員
の
人
数
増
員
に
関
す
る
改
正

案
を
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
新
役
員
候

補
者
が
承
認
さ
れ
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事
に
つ
い

て
互
選
会
を
行
い
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

～
新
役
員
体
制
～

　
　
　

会　

長　

草
野　
　

正
（
五
島
）

　
　
　

副
会
長　

山
中　

兵
惠
（
平
戸
市
）

　
　
　
　

〃　
　

西
山　

文
利
（
美
津
島
町
）

　
　
　

監　

事　

岡
部　

聖
二
（
野
母
崎
三
和
）

　
　
　
　

〃　
　

冨
澤　

健
治
（
生
月
）

　
　
　

理　

事　

林
田　

敏
美
（
五
島
ふ
く
え
）

　
　
　
　

〃　
　

片
山　

和
彦
（
五
島
ふ
く
え
）

　
　
　
　

〃　
　

川
口　

正
康
（
上
五
島
町
）

　
　
　

理　

事　

鴨
川　

周
二
（
舘
浦
）

　
　
　
　

〃　
　

小
楠　

彰
人
（
箱
崎
）

　
　
　
　

〃　
　

財
部　

安
則
（
美
津
島
町
）

◆
研
修
会

　
「
定
置
漁
業
の
現
状
と
課
題
」

　

一
般
社
団
法
人 

東
京
水
産
振
興
会
（
元
水
産
庁

長
官
）
長
谷　

成
人　

氏

　

漁
業
者
人
口
の
減
少
、
気
候
変
動
（
急
潮
、
台
風
）、

外
国
漁
船
の
周
辺
水
域
で
の
操
業
活
性
化
、
資
源
管

理
等
水
産
業
界
が
抱
え
る
現
状
の
課
題
、
資
源
回
復
、

漁
業
環
境
の
変
化
に
伴
う
水
産
政
策
の
改
革
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

草野会長による挨拶

講演を行う長谷氏 総会の様子
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長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　

さ
る
十
一
月
十
六
日
、
長
崎
女
子
短
期
大
学
に
お
い
て
、
養
殖
シ
マ
ア
ジ
を
使
っ
た
「
捌
き
方

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
食
の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
長
崎
女

子
短
期
大
学
の
学
生
を
対
象
に
養
殖
シ
マ
ア
ジ
を
使

っ
た
捌
き
方
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
福
海
会
長
よ
り
「
長
崎
県
は
、
水

産
県
と
全
国
的
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
家
庭
で
は
な
か

な
か
丸
の
お
魚
を
捌
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
食
の
専
門
を
学
ぶ
皆
さ
ん
の
よ
う
な
方
々
に
、

ま
た
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
家
庭
や
職
場
に
お

い
て
手
軽
に
調
理
し
て
ほ
し
い
の
で
、
本
会
で
は
魚

の
捌
き
方
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。」
と
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、

牧
島
副
会

長
よ
り
養

殖
シ
マ
ア

ジ
の
刺
身

の
実
演
を

行
い
ま
し

た
。
学
生

は
ウ
ロ
コ

の
取
り
方

か
ら
刺
身

に
引
く
ま

で
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
見
て
お
り
、メ
モ
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
。

 　

そ
の
後
、
学
生
は
各
班
に
分
か
れ
、
丸
体
か
ら
ウ

ロ
コ
を
取
り
、
三
枚
に
下
ろ
し
刺
身
に
引
く
作
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
本
会
役
員
は
学
生
た
ち
へ
調
理
の

ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
時
に
は
実
演
や
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
二
年
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
学
生
の
ほ
と

ん
ど
は
上
手
に
捌
い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
シ
ャ
リ

を
作
っ
て
「
握
り
」
を
調
理
し
た
学
生
も
い
れ
ば
フ

リ
ッ
タ
ー
な
ど
に
調
理
し
た
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
出
来
上
が
っ
た
刺
身
な
ど
を
全
員
で
試

食
し
、
学
生
の
満
面
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

本
会
と
し
て
は
、
養
殖
魚
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
水

産
県
長
崎
の
「
魚
」
を
若
い
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
魚
食
普
及
活

動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
一
月
に
は
一
年
生
を
対
象
と
し
た
「
捌
き
方

教
室
」
を

開
催
し

ま
す
の
で
、

興
味
が
あ

る
若
い
漁

師
さ
ん
は
、

こ
れ
を
機

に
漁
青
連

へ
加
入
し

て
は
い
か

が
で
し
ょ

う
か
。

牧島副会長による実演

福海会長が捌き方を教えている様子
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イサキのハーフコロッケ
材料 分量（２人分）

★イサキのハーフコロッケ★
イサキ １尾
塩（下処理用） １つまみ
じゃがいも ２個（約 250g）
バター 大さじ１
牛乳 1/2 カップ
小麦粉 大さじ１と 1/2
生クリーム 1/4 カップ
塩 １つまみ
小麦粉（衣用） 適量
溶き卵（衣用） 適量
パン粉（衣用） 適量
サラダ油(揚げ油) 適量
★トマトソース★
トマト 1/2 個
玉ねぎ 1/3 個
ニンニク １片
オリーブオイル 大さじ１
塩 １つまみ
こしょう 少々
砂糖 少々

○作り方○
★イサキのハーフコロッケ★
①じゃがいもは皮を剥ぎ、鍋で水から茹でる。
②�じゃがいもが柔らかくなったら取り出し、
ボウルに入れてマッシャーで潰す。（完全
に潰しすぎないくらいにする）

③�ベシャメルソースを作る。鍋を弱火で熱
し、バターを溶かす。小麦粉を振り入れ
て２分程度炒める。（焦がさないように）
人肌くらいに温めた牛乳を少しずつ加え
ながら入れ、ダマにならないように丁寧
に混ぜ、生クリームを加えて混ぜながら
１分程度煮る。

④�３枚におろしたイサキに塩を振り、しば
らく置いて出てきた水分を拭き取る。一
口サイズに切る。

⑤�③の中にじゃがいもとイサキを入れて混
ぜ合わせ、10分程度冷蔵庫に入れ冷やし
固める。

⑥�⑤を丸型に整え、小麦粉・溶き卵・パン粉
の順につけて170℃～180℃の油で揚げる。

★トマトソース★
①�トマトはざく切りに、玉ねぎ、ニンニク
はみじん切りにする。

②�鍋にオリーブオイルを入れ、ニンニク、
玉ねぎ、トマトの順で炒める。

③�具材がしんなりしてきたら塩・砂糖・こ
しょうで調味する。

コロッケを皿に盛り、ソースをかけると完成!!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�魚が苦手な子供でも、子供が好きそう

なコロッケの中に入れて美味しいと
思ってもらい、どんな魚を使っている
かとか興味をもってもらおうと思った
からです。

Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�魚の味を消さず、でもちゃんと臭みが

とれていて美味しかったです。実際一

人で作るのは大変だけど、親子で作っ
たりするととても楽しいと思います。

Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�なるべくベシャメルソースなどに味付

けをせず魚の味をしっかり味わっても
らえる味付けにしたところです。

Ｑ：今後捌いてみたい魚はなんですか？
Ａ：�さば、たい、あじを捌いてみたいです。松尾さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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鯛のロールキャベツ 材料 分量（２人分）
キャベツの葉 ４枚

鯛の切り身 90g

塩 １つまみ

酒 小さじ１

片栗粉 適量

トマト 1/2 個

ベーコン（ハーフ） 2枚

ケチャップ 小さじ 2

薄口しょうゆ 大さじ 1

コンソメスープの素 1/2 個

○作り方○
①�キャベツが柔らかくなるまで茹でる。
トマトはくし形に切る。
②�鯛は1/4の大きさに切り、塩と酒を
振って下味をつける。
③�鯛の水分を拭き取り、片栗粉を薄く
まぶす。
④�キャベツを広げ、鯛・トマト・ベー
コン・ケチャップと重ねて、きつめ
に巻き、楊枝等でとめる。
⑤�鍋に包んだキャベツを並べ、ひたひ
たに浸かる程度の水、コンソメスー
プの素・薄口しょうゆを入れ、キャ
ベツが柔らかくなるまで煮る。
⑥�器に盛りつけ、鍋に残っているスー
プをかけて完成!!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�調べて一目で美味しそうだと思いこのレシピにし

ました。
Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�魚の下味をしっかりし、トマトを一緒に入れたと

ころです。
Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�キャベツが柔らかくなるまで茹でるのが少し大変

だった。美味しくできました！
Ｑ：今後捌いてみたい魚はなんですか？
Ａ：�サンマを捌いてみたいです。

中原さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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長
崎
県
水
産
加
工
流
通
課
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本　　　店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
西九州支店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
北九州支店　〒750-0067　山口県下関市大和町1丁目11番3号　　☎（083）267-9111
南九州支店　〒889-3204　宮崎県日南市南郷町中村乙4847番地　☎（0987）64-1108

グラビア印刷・ラベル・農水産用包装資材・発泡スチロール・包装機械

包装資材メーカー
本　部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 1100
営業部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 8205
メールアドレス／eigyoubu@marumoto-pack.co.jp
工　場／福岡

URL https://seibunsha.jp

（有）正文 社 印 刷 所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ



発
行
／
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む


